
一般社団法人日本砕石協会 （単位：円）

当年度 前年度 増減

ⅠⅠ　　資資　　産産　　のの　　部部

 １．流　動　資　産

現　金　預　金

未　収　金

前　払　金 △ 301,140

立　替　金 △ 15,660

流　動　資　産　合　計

 ２．固　定　資　産

(1) 特 定 資 産 

退職給付引当資産

JIS改正対応積立資産

70周年記念事業積立資産

特　定　資　産　合　計

(2) その他 固 定 資 産 

什器備品

電話加入金

敷　金

その他 固 定 資 産 合 計

固　定　資　産　合　計

資  産  合  計

ⅡⅡ　　負負　　債債　　のの　　部部

 １．流　動　負　債

未　払　金

預　り　金 △ 126,077

仮　受　金

流　動　負　債　合　計

 ２．固　定　負　債

退職給付引当金

固　定　負　債　合　計

負　債  合  計

ⅢⅢ　　正正　　味味　　財財　　産産　　のの　　部部

 １．一般正味財産

正 味 財 産 合 計 △ 2,590,632

負債及び正味財産合計

【第1号議案】
令令和和５５年年度度にに係係るる計計算算書書類類

貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表
令和６年３月３１日現在

科　　　　　目
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一般社団法人日本砕石協会 （単位：円）

当年度 前年度 増減

ⅠⅠ　　資資　　産産　　のの　　部部

 １．流　動　資　産

現　金　預　金

未　収　金

前　払　金 △ 301,140

立　替　金 △ 15,660

流　動　資　産　合　計

 ２．固　定　資　産

(1) 特 定 資 産 

退職給付引当資産

JIS改正対応積立資産

70周年記念事業積立資産

特　定　資　産　合　計

(2) その他 固 定 資 産 

什器備品

電話加入金

敷　金

その他 固 定 資 産 合 計

固　定　資　産　合　計

資  産  合  計

ⅡⅡ　　負負　　債債　　のの　　部部

 １．流　動　負　債

未　払　金

預　り　金 △ 126,077

仮　受　金

流　動　負　債　合　計

 ２．固　定　負　債

退職給付引当金

固　定　負　債　合　計

負　債  合  計

ⅢⅢ　　正正　　味味　　財財　　産産　　のの　　部部

 １．一般正味財産

正 味 財 産 合 計 △ 2,590,632

負債及び正味財産合計

【第1号議案】
令令和和５５年年度度にに係係るる計計算算書書類類

貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表
令和６年３月３１日現在

科　　　　　目

一般社団法人日本砕石協会 （単位：円）

当年度 前年度 増  減

ⅠⅠ　　一一般般正正味味財財産産増増減減のの部部

  １１．．経経　　常常　　増増　　減減　　のの　　部部

　　((11))　　経経　　常常　　収収　　益益

①①  特特  定定  資資  産産  運運  用用  益益

②②  受受  取取  入入  会会  金金  △△  4400,,000000

③③  受受  取取  会会  費費  等等 △△  1122,,007766,,331133

正会員受取会費(本部分) △ 4,000,000

正会員受取会費(地方分) △ 7,456,313

賛助会員受取会費 △ 620,000

④④  事事  業業  収収  益益

情報収集・提供事業収益 △ 248,050

情報収集収益

情報提供収益 △ 248,050

調査研究事業収益

研修･講習会事業収益

公害防止管理者講習収益

掘削作業主任者講習収益

研修・講習会収益 △ 1,188,560

交流・協力事業収益

全国技術大会収益

総会・講演会収益

現地見学会収益

安全対策事業収益 △ 18,619

普及啓発事業収益

その他事業収益 △ 1,763,748

⑤⑤  受受  取取  補補  助助  金金  等等  

⑥⑥  雑雑  収収  益益

事務受託収益 △ 7,700

受取利息

ｸﾞﾙｰﾌﾟ保険収益

その他雑収益

経経　　常常　　収収　　益益　　計計

　　((22))　　経経　　常常　　費費　　用用

①①  事事　　業業　　費費

情報収集・提供事業費 △ 1,572,840

情報収集事業費 △ 295,373

情報提供事業費 △ 1,277,467

調査研究事業費

研修･講習会事業費 △ 1,158,741

公害防止管理者講習費

掘削作業主任者講習費 △ 426,650

研修・講習会費 △ 1,984,100

交流･協力事業費

全国技術大会費

総会・講演会費

現地見学会費

安全対策事業費

普及啓発事業費

その他事業費 △ 1,258,887

  正正  味味  財財  産産  増増  減減  計計  算算  書書
 令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科　　　　　目
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当年度 前年度 増  減科　　　　　目

②②  管管　　理理　　費費 △△  11,,225599,,996655

役職員給与

臨時雇賃金 △ 401,875

退職給付費用 △ 194,000

福利厚生費 △ 210,780

会議費 △ 1,555,018

旅費交通費 △ 10,585

通信運搬費

図書購入費

消耗什器備品費 △ 1,242,542

消耗品費

印刷製本費 △ 683,342

広告宣伝費 △ 203,590

光熱水料費 △ 74,062

賃借料

租税公課

渉外促進費

諸会費

関係団体会費

関係団体参加費 △ 140,850

事務委託費 △ 1,936,102

事務助成金

支払負担金

雑費 △ 1,309,918

義援金

③③  予予　　備備　　費費

経経　　常常　　費費　　用用　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  増増  減減  額額 △△  22,,559900,,663322 △△  22,,117722,,227744 △△  441188,,335588

  ２２．．経経　　常常　　外外　　増増　　減減　　のの　　部部

　　((11))　　経経　　常常　　外外　　収収　　益益

経経　　常常　　外外　　収収　　益益  　　計計

　　((22))　　経経　　常常　　外外　　費費　　用用

①①  固固  定定  資資  産産  売売  却却  損損

経経　　常常　　外外　　費費　　用用  　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  外外  増増  減減  額額

△△  22,,559900,,663322 △△  22,,117722,,227744 △△  441188,,335588

△ 2,172,274

△△  22,,559900,,663322

ⅡⅡ　　指指定定正正味味財財産産増増減減のの部部

ⅢⅢ　　正正味味財財産産期期末末残残高高 △△  22,,559900,,663322

当当期期指指定定正正味味財財産産増増減減額額

指指定定正正味味財財産産期期首首残残高高

指指定定正正味味財財産産期期末末残残高高

当当期期一一般般正正味味財財産産増増減減額額

一一般般正正味味財財産産期期首首残残高高

一一般般正正味味財財産産期期末末残残高高
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当年度 前年度 増  減科　　　　　目

②②  管管　　理理　　費費 △△  11,,225599,,996655

役職員給与

臨時雇賃金 △ 401,875

退職給付費用 △ 194,000

福利厚生費 △ 210,780

会議費 △ 1,555,018

旅費交通費 △ 10,585

通信運搬費

図書購入費

消耗什器備品費 △ 1,242,542

消耗品費

印刷製本費 △ 683,342

広告宣伝費 △ 203,590

光熱水料費 △ 74,062

賃借料

租税公課

渉外促進費

諸会費

関係団体会費

関係団体参加費 △ 140,850

事務委託費 △ 1,936,102

事務助成金

支払負担金

雑費 △ 1,309,918

義援金

③③  予予　　備備　　費費

経経　　常常　　費費　　用用　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  増増  減減  額額 △△  22,,559900,,663322 △△  22,,117722,,227744 △△  441188,,335588

  ２２．．経経　　常常　　外外　　増増　　減減　　のの　　部部

　　((11))　　経経　　常常　　外外　　収収　　益益

経経　　常常　　外外　　収収　　益益  　　計計

　　((22))　　経経　　常常　　外外　　費費　　用用

①①  固固  定定  資資  産産  売売  却却  損損

経経　　常常　　外外　　費費　　用用  　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  外外  増増  減減  額額

△△  22,,559900,,663322 △△  22,,117722,,227744 △△  441188,,335588

△ 2,172,274

△△  22,,559900,,663322

ⅡⅡ　　指指定定正正味味財財産産増増減減のの部部

ⅢⅢ　　正正味味財財産産期期末末残残高高 △△  22,,559900,,663322

当当期期指指定定正正味味財財産産増増減減額額

指指定定正正味味財財産産期期首首残残高高

指指定定正正味味財財産産期期末末残残高高

当当期期一一般般正正味味財財産産増増減減額額

一一般般正正味味財財産産期期首首残残高高

一一般般正正味味財財産産期期末末残残高高

１． 重要な会計方針

　24年事業年度から「公益法人会計基準」（平成20年４月11日、平成20年度10月16日改正　内閣

府公益認定等委員会）を採用している。

（１） 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産・・・定額法によっている。

無形固定資産・・・定額法によっている。

（２） 引当金の計上基準

退職給付引当金

　　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づいて計上

　している。なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算している。

（３） 消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込方法によっている。

２． 会計方針の変更

　24年事業年度から「公益法人会計基準」（平成20年度基準）を採用しているが、当期一般正味

財産増減額への影響額はない。

３． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

　退職給付引当資産

　JIS改正対応積立資産

　70周年記念事業積立資産

４． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に
対応する額）

特定資産

　退職給付引当資産 （　　　　　　　0） ( 5,723,000） （　　　　　　0）

　JIS改正対応積立資産 （　　　　　　　0） (12,000,000） （　　　　　　0）

　70周年記念事業積立資産 （　　　　　　　0） ( 6,000,000） （　　　　　　0）

（　　　　　　　0） (23,723,000） （　　　　　　0）

財務諸表に対する注記　

科　　　目

合　　計

科　　　目

合　　計
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５． 担保に供している資産

な　し

６． 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

取得金額 減価償却累計額 当期末残高

 什器備品

７． 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

 未収会費

 未収金

８． 補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高

補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高は、次のとおりである。

(単位：円）
補助金等
の名称

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の 記載区分

９． その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにする

ために必要な事項

引当金の明細

(単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金

実施事業資産

な　し

当期増加額
当期減少額

期末残高

合　計

合　　計

科　　　目

合　　計

合　計

科　目 期首残高

科　　　目
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５． 担保に供している資産

な　し

６． 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

取得金額 減価償却累計額 当期末残高

 什器備品

７． 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

 未収会費

 未収金

８． 補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高

補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高は、次のとおりである。

(単位：円）
補助金等
の名称

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の 記載区分

９． その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにする

ために必要な事項

引当金の明細

(単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金

実施事業資産

な　し

当期増加額
当期減少額

期末残高

合　計

合　　計

科　　　目

合　　計

合　計

科　目 期首残高

科　　　目

１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記に記載のとおり。

２．引当金の明細

財務諸表に対する注記に記載のとおり。

附属明細書
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本　　部
一般社団法人日本砕石協会 （単位：円）

当年度 前年度 増　減

ⅠⅠ　　資資　　産産　　のの　　部部

 １．流　動　資　産

現　金　預　金

未　収　金

前　払　金 △ 424,250

　 立　替　金

流　動　資　産　合　計

 ２．固　定　資　産

(1) 特 定 資 産 

退職給付引当資産

JIS改正対応積立資産

70周年記念事業積立資産

特 定 資 産 合 計

(2) その他 固 定 資 産 

什器備品

電話加入金

敷　金

その他 固 定 資 産 合 計

固　定　資　産　合　計

資  産  合  計

ⅡⅡ　　負負　　債債　　のの　　部部

 １．流　動　負　債

未　払　金

預　り　金

仮　受　金

流　動　負　債　合　計

 ２．固　定　負　債

退職給付引当金

固　定　負　債　合　計

負　債  合  計

ⅢⅢ　　正正　　味味　　財財　　産産　　のの　　部部

 １．一般正味財産

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

　　令令和和５５年年度度  決決  算算  報報  告告  書書　　

貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表
令和６年３月３１日現在

科　　　　　目

8－　 －



本　　部
一般社団法人日本砕石協会 （単位：円）

当年度 前年度 増　減

ⅠⅠ　　資資　　産産　　のの　　部部

 １．流　動　資　産

現　金　預　金

未　収　金

前　払　金 △ 424,250

　 立　替　金

流　動　資　産　合　計

 ２．固　定　資　産

(1) 特 定 資 産 

退職給付引当資産

JIS改正対応積立資産

70周年記念事業積立資産

特 定 資 産 合 計

(2) その他 固 定 資 産 

什器備品

電話加入金

敷　金

その他 固 定 資 産 合 計

固　定　資　産　合　計

資  産  合  計

ⅡⅡ　　負負　　債債　　のの　　部部

 １．流　動　負　債

未　払　金

預　り　金

仮　受　金

流　動　負　債　合　計

 ２．固　定　負　債

退職給付引当金

固　定　負　債　合　計

負　債  合  計

ⅢⅢ　　正正　　味味　　財財　　産産　　のの　　部部

 １．一般正味財産

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

　　令令和和５５年年度度  決決  算算  報報  告告  書書　　

貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表
令和６年３月３１日現在

科　　　　　目

本　　部

一般社団法人日本砕石協会 （単位：円）

当年度 前年度 増　減

ⅠⅠ　　一一般般正正味味財財産産増増減減のの部部

  １１．．経経　　常常　　増増　　減減　　のの　　部部

　　((11))　　経経　　常常　　収収　　益益

①①  特特  定定  資資  産産  運運  用用  益益

②②  受受  取取  入入  会会  金金  

③③  受受  取取  会会  費費  等等 △△  44,,220022,,000000

正会員受取会費(本部分) △ 4,000,000

正会員受取会費(地方分)

賛助会員受取会費 △ 202,000

④④  事事  業業  収収  益益

情報収集・提供事業収益 △ 248,050

情報収集収益

情報提供収益 △ 248,050

調査研究事業収益

研修･講習会事業収益

公害防止管理者講習収益

掘削作業主任者講習収益

研修・講習会収益 △ 946,000

交流・協力事業収益

全国技術大会収益

総会・講演会収益

現地見学会収益

安全対策事業収益 △ 283,601

普及啓発事業収益

その他事業収益

⑤⑤  受受  取取  補補  助助  金金  等等  

⑥⑥  雑雑  収収  益益 △△  8899,,889922

事務受託収益

受取利息

ｸﾞﾙｰﾌﾟ保険収益

その他雑収益 △ 104,243

経経　　常常　　収収　　益益　　計計

　　((22))　　経経　　常常　　費費　　用用

①①  事事　　業業　　費費

情報収集・提供事業費 △ 1,322,427

情報収集事業費 △ 44,960

情報提供事業費 △ 1,277,467

調査研究事業費

研修･講習会事業費

公害防止管理者講習費

掘削作業主任者講習費 △ 232,837

研修・講習会費 △ 729,914

交流･協力事業費

全国技術大会費

総会・講演会費

現地見学会費

安全対策事業費 △ 424,813

普及啓発事業費

その他事業費

正正　　味味　　財財　　産産　　増増　　減減　　計計　　算算　　書書　　
令和5年4月1日から令和6年3月31日

科　　　　　目
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当年度 前年度 増　減科　　　　　目

②②  管管　　理理　　費費

役職員給与

臨時雇賃金

退職給付費用

福利厚生費 △ 147,999

会議費

旅費交通費

通信運搬費

図書購入費 △ 30,374

消耗什器備品費

消耗品費

印刷製本費 △ 606,870

広告宣伝費 △ 22,000

光熱水料費 △ 71,238

賃借料

租税公課

渉外促進費 △ 51,380

諸会費

関係団体会費

関係団体参加費

事務委託費

事務助成金

支払負担金

雑費

義援金

③③  予予  備備  費費

経経　　常常　　費費　　用用　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  増増  減減  額額 △△  11,,119933,,664466

  ２２．．経経　　常常　　外外　　増増　　減減　　のの　　部部

　　((11))　　経経　　常常　　外外　　収収　　益益

経経　　常常　　外外　　収収　　益益  　　計計

　　((22))　　経経　　常常　　外外　　費費　　用用

①①  固固  定定  資資  産産  売売  却却  損損

経経　　常常　　外外　　費費　　用用  　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  外外  増増  減減  額額

△△  11,,119933,,664466

ⅡⅡ　　指指定定正正味味財財産産増増減減のの部部

ⅢⅢ　　正正味味財財産産期期末末残残高高

当当期期指指定定正正味味財財産産増増減減額額

指指定定正正味味財財産産期期首首残残高高

指指定定正正味味財財産産期期末末残残高高

当当期期一一般般正正味味財財産産増増減減額額

一一般般正正味味財財産産期期首首残残高高

一一般般正正味味財財産産期期末末残残高高
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当年度 前年度 増　減科　　　　　目

②②  管管　　理理　　費費

役職員給与

臨時雇賃金

退職給付費用

福利厚生費 △ 147,999

会議費

旅費交通費

通信運搬費

図書購入費 △ 30,374

消耗什器備品費

消耗品費

印刷製本費 △ 606,870

広告宣伝費 △ 22,000

光熱水料費 △ 71,238

賃借料

租税公課

渉外促進費 △ 51,380

諸会費

関係団体会費

関係団体参加費

事務委託費

事務助成金

支払負担金

雑費

義援金

③③  予予  備備  費費

経経　　常常　　費費　　用用　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  増増  減減  額額 △△  11,,119933,,664466

  ２２．．経経　　常常　　外外　　増増　　減減　　のの　　部部

　　((11))　　経経　　常常　　外外　　収収　　益益

経経　　常常　　外外　　収収　　益益  　　計計

　　((22))　　経経　　常常　　外外　　費費　　用用

①①  固固  定定  資資  産産  売売  却却  損損

経経　　常常　　外外　　費費　　用用  　　計計

  　　当当  期期  経経  常常  外外  増増  減減  額額

△△  11,,119933,,664466

ⅡⅡ　　指指定定正正味味財財産産増増減減のの部部

ⅢⅢ　　正正味味財財産産期期末末残残高高

当当期期指指定定正正味味財財産産増増減減額額

指指定定正正味味財財産産期期首首残残高高

指指定定正正味味財財産産期期末末残残高高

当当期期一一般般正正味味財財産産増増減減額額

一一般般正正味味財財産産期期首首残残高高

一一般般正正味味財財産産期期末末残残高高

本　部

１． 重要な会計方針

　24年事業年度から「公益法人会計基準」（平成20年４月11日、平成20年度10月16日改正　内閣

府公益認定等委員会）を採用している。

（１） 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産・・・定額法によっている。

無形固定資産・・・定額法によっている。

（２） 引当金の計上基準

退職給付引当金

　　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づいて計上

　している。なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算している。

（３） 消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込方法によっている。

２． 会計方針の変更

　24年事業年度から「公益法人会計基準」（平成20年度基準）を採用しているが、当期一般正味

財産増減額への影響額はない。

３． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

　退職給付引当資産

　JIS改正対応積立資産

　70周年記念事業積立資産

４． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に
対応する額）

特定資産

　退職給付引当資産 （　　　　　　　0） ( 1,320,000） （　　　　　　0）

　JIS改正対応積立資産 （　　　　　　　0） (12,000,000） （　　　　　　0）

　70周年記念事業積立資産 （　　　　　　　0） ( 6,000,000） （　　　　　　0）

（　　　　　　　0） (19,320,000） （　　　　　　0）

財務諸表に対する注記　

科　　　目

合　　計

科　　　目

合　　計
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５． 担保に供している資産

な　し

６． 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

取得金額 減価償却累計額 当期末残高

 什器備品

７． 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

 未収会費

 未収金

８． 補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高

補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高は、次のとおりである。

(単位：円）
補助金等
の名称

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の 記載区分

９． その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにする

ために必要な事項

引当金の明細

(単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金

実施事業資産

な　し

科　　　目

当期増加額
当期減少額

期末残高

合　計

合　　計

科　　　目

合　　計

合　計

科　目 期首残高
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５． 担保に供している資産

な　し

６． 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

取得金額 減価償却累計額 当期末残高

 什器備品

７． 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

 未収会費

 未収金

８． 補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高

補助金の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高は、次のとおりである。

(単位：円）
補助金等
の名称

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の 記載区分

９． その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにする

ために必要な事項

引当金の明細

(単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金

実施事業資産

な　し

科　　　目

当期増加額
当期減少額

期末残高

合　計

合　　計

科　　　目

合　　計

合　計

科　目 期首残高

本　部

１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記に記載のとおり。

２．引当金の明細

財務諸表に対する注記に記載のとおり。

附　属　明　細　書　
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